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表 2 平成以降の全国発明表彰（特別賞）受賞歴 
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 1980年以降の当社の研究開発投資額の経緯を図4に示す。

研究開発投資額は 1990 年～1993 年にピークを迎えるが，こ

れは研究開発費を半導体などのエレクトロニクス，新材料，

バイオなどの新事業分野に重点配分した結果である。1993
年以降，これら分野への投資額の減少に合わせて研究開発投

資額全体も年々減少し，ここ数年は 1990 年の約半分で推移

している。しかし，鉄鋼などのコア事業における研究開発の

成果は，1990 年頃と比較しても決して勝るとも劣らないレ

ベルにある。 
 昨年の7月，技術開発本部で初めて IR活動を実施したが，

そこで紹介した例を中心に，最近の技術開発例を当社の

No.1 技術，自動車の薄鋼板技術に分けて表 3 に示した。表

の中で，鉄とエンジのシナジーによる成果の代表的なものと

しては，以下の 3 つが挙げられるであろう。次世代のクリー

ンエネルギーとして期待される DME（ジメチルエーテル）

は，エンジの化学プラント技術に鉄鋼で培われた石炭・コー 
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